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東
京
の
会
場
に
は
全
中
連
の
役

員
や
首
都
圏
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に

配
慮
し
て
、ゆ
っ
た
り
距
離
を
と
っ

た
座
席
配
置
に
な
り
ま
し
た
。

　

道
商
工
連
は
例
年
、
峰
崎
会
長

の
ほ
か
２
人
が
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
は
５
人
が
札
幌
市
内

第
34
回
中
小
企
業
問
題
研
究
集
会

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
リ
モ
ー
ト
中
継
で
参
加

　

菅
内
閣
が
発
足
し
て
初
め
て
の
国

会
が
開
幕
し
、
今
週
か
ら
衆
参
の
予

算
委
員
会
の
質
疑
に
入
る
。
予
算
委

員
会
で
は
特
に
、
学
術
会
議
の
６
名

の
委
員
の
任
命
を
拒
否
し
た
理
由
が

い
ま
だ
に
不
明
確
な
わ
け
で
、
特
定

の
大
学
に
偏
っ
て
い
る
と
か
外
形
的
な

理
由
な
ど
を
述
べ
て
は
い
る
も
の
の
、

今
回
任
命
し
な
か
っ
た
人
と
の
関
係

は
な
く
、
肝
心
な
６
名
の
拒
否
理
由

に
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
ど
う
答
弁

す
る
の
か
注
目
だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
10
月
29
日
夜

９
時
か
ら
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
ニ
ュ
ー
ス
ウ

オ
ッ
チ
９
」
の
中
で
、
百
地
章
国
士

舘
大
学
特
任
教
授
を
登
場
さ
せ
、「
総

理
大
臣
の
任
命
権
は
、
あ
る
程
度
の

自
由
裁
量
は
あ
る
」
と
発
言
さ
せ
、

政
府
の
対
応
に
理
解
を
示
し
た
と
報

じ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
学
問
の
自
由

と
の
関
係
で
反
対
論
が
渦
巻
い
て
い

る
の
に
賛
成
論
だ
け
を
取
り
上
げ
る

と
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
菅
内
閣
に
対
し
て

忖
度
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

思
わ
せ
て
く
れ
た
。
少
な
く
と
も
、

賛
成
反
対
両
論
を
紹
介
す
べ
き
だ
と

思
う
。
由
々
し
き
事
態
が
音
も
な
く

静
か
に
進
行
し
て
い
る
よ
う
だ
。（
峰
）

　

全
国
中
小
企
業
団
体
連
合
体（
全
中
連
）は
11
月
５
、６
日
の
両
日
、第
34
回
中
小
企
業
問
題
研
究
集
会

（
中
研
集
会
）
を
東
京
都
荒
川
区
の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、東
京
と
各
地
の
参
加
者
を
リ
モ
ー
ト
中
継
で
結
ん
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

の
道
商
工
連
の
事
務
所
で
リ
モ
ー

ト
参
加
し
ま
し
た
。

　

５
日（
第
１
日
目
）は
、
峰
崎
直

樹
全
中
連
会
長
（
道
商
工
連
会

長
）
が
「
本
年
の
研
修
会
に
向
け

て
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
い

ま
し
た
。新
自
由
主
義
資
本
主
義

の
行
き
詰
ま
り
と
コ
ロ
ナ
禍
が
も

た
ら
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
ゆ
く

え
、
な
ど
に
つ
い
て
問
題
提
起
を

し
ま
し
た
。

　

問
題
提
起
を
受
け
、
内
閣
府
の

向
井
治
紀
番
号
制
度
担
当
室
長

が
「
デ
ジ
タ
ル
庁
と
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
」
に
つ
い
て
講
演
。国
や
自
治
体

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
コ
ロ
ナ
禍

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

会
社
訪
問
・
フ
ィ
リ
ッ
プ 

モ
リ
ス 

ジ
ャ
パ
ン（
３
面
）／
有
効
求
人
倍
率（
２
面
）

リモート中継で行われた中研集会（写真上）
道商工連事務所から５人がリモートで参加（同下）



（２）

で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
デ

ジ
タ
ル
庁
設
置
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

制
度
拡
張
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
や
、最
近
の
動
き
と
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
提
起
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
保
障
の
現
状
と
課
題
」
に

つ
い
て
は
国
際
医
療
福
祉
大
学
大

学
院
の
中
村
秀
一
教
授
が
講
演
。少

子
高
齢
化
と
人
口
減
少
社
会
に
お

け
る
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改

革
」の
必
要
性
と
、
長
期
的
展
望
を

踏
ま
え
た
在
宅
医
療
の
充
実
や
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

担
い
手
不
足
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

解
説
し
ま
し
た
。

　

６
日（
第
２
日
目
）は
、
青
山
学

院
大
学
三
木
義
一
前
学
長
が「
コ
ロ

ナ
後
の
税
制
等
を
考
え
る
」
と
題

し
て
講
演
。税
の
タ
ブ
ー
に
切
り
込

む
発
想
の
転
換
が
必
要
だ
と
、
宗

教
法
人
や
政
治
団
体
、暴
力
団
、交

際
費
、印
紙
税
、固
定
資
産
税
な
ど

を
例
に
あ
げ
、
税
制
に
つ
い
て
興
味

深
く
分
か
り
や
す
い
解
説
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
中
小
企
業
の
当
面
の
課
題
」
に

つ
い
て
は
福
井
県
立
大
学
中
沢
孝

夫
名
誉
教
授
が
講
演
。「
中
小
企
業

を
再
編
し
て
大
き
く
す
れ
ば
競
争

力
が
増
し
て
生
産
性
が
上
が
る
」と

い
う
の
は
経
産
省
の
錯
誤
。中
小
企

業
の
競
争
力
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
技

術
に
あ
る
。街
の
花
屋
や
パ
ン
屋
、

美
容
院
か
ら
製
造
業
ま
で
、
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
改
善
能
力

が
問
わ
れ
て
い
る
。特
に
改
善
能
力

の
集
積
が
企
業
の
持
つ
「
競
争
力

だ
」
と
具
体
例
を
示
し
な
が
ら
解

　

北
海
道
労
働
局
は
10
月
30
日
、

「
道
内
の
雇
用
情
勢
は
、求
人
が
引

き
続
き
減
少
し
て
お
り
、
求
職
者

の
増
加
も
あ
い
ま
っ
て
弱
さ 

が
み

ら
れ
る
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
雇
用
に
与
え
る
影
響

に
、よ
り
一
層
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
」と
発
表
し
た
。

　

９
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
、０
・

95
倍（
前
年
同
月
１
・
26
倍
）と
、

説
。日
本
は
顧
客
と
相
談
し
な
が

ら
物
作
り
を
す
る
の
が
得
意
だ
が
、

ア
ッ
プ
ル
の
よ
う
な
斬
新
な
新
製

品
を
発
案
す
る
力
が
弱
い
と
し
、中

小
企
業
も
技
術
を
育
て
る
こ
と
と

人
材
育
成
を
セ
ッ
ト
で
行
う
こ
と

が
大
切
で
、
個
々
人
の
学
習
意
欲

（
自
己
投
資
へ
の
意
欲
）
を
高
め
る

取
り
組
み
が
大
事
だ
と
結
び
ま
し

た
。

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

 

お
知
ら
せ  

12
月
11
日
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
第
71
回
交
流
晩
会
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
理
事
会
・
常
任
理
事
会
は
予
定
通
り
開
催
す
る
予
定
で
す
。

道
内
の
有
効
求
人
倍
率
大
幅
減
少

建
設
業
、情
報
通
信
業
、卸
売
は
増
加

前
年
同
月
を
０
・
31
ポ
イ
ン
ト

下
回
っ
た
。

　

求
人
に
つ
い
て
は
、新
規
求
人
数

が
13
・
９
％
減
少
し
、
９
か
月
連

続
で
前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。月

間
有
効
求
人
数
は
19
・
１
％
減

少
し
、
11
か
月
連
続
で
前
年
同
月

を
下
回
っ
た
。正
社
員
の
有
効
求

人
倍
率
は
、
０
・
72
倍
（
前
年
同

月
０
・
91
倍
）
と
、
前
年
同
月
を



３
　

本
年
４
月
か
ら
「
改
正
健
康
増

進
法
」
と
「
北
海
道
受
動
喫
煙
防

止
条
例
」
が
全
面
実
施
さ
れ
、
社

会
全
体
で
禁
煙
・
分
煙
が
進
ん
で

い
ま
す
。
道
議
会
庁
舎
内
で
の
議

員
の
喫
煙
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
道

民
の
批
判
を
浴
び
て
い
ま
す
が
、

な
ぜ
受
動
喫
煙
が
問
題
な
の
か
、

社
員
の
健
康
を
守
る
た
め
に
事
業

主
は
ど
う
対
策
を
講
じ
れ
ば
良
い

の
か
、
道
商
工
連
の
会
員
で

あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
モ
リ
ス
・

ジ
ャ
パ
ン
北
海
道
営
業
部
の

菊
地
弘
泰
部
長
に
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
モ
リ
ス
社

は
、
マ
ー
ル
ボ
ロ
や
ラ
ー
ク
、

パ
ー
ラ
メ
ン
ト
な
ど
で
知
ら

れ
る
世
界
的
な
た
ば
こ
会

社
。
国
内
シ
ェ
ア
は
日
本
た

ば
こ
産
業
に
次
ぐ
２
位
。
同

社
の
Ｉ
Ｑ
Ｏ
Ｓ（
ア
イ
コ
ス
）

は
、
煙
を
出
さ
な
い
代
表
的

な
加
熱
式
タ
バ
コ
の
１
つ
だ
。

　
「
紙
巻
き
た
ば
こ
は
燃
焼

フ
ィ
リ
ッ
プ 

モ
リ
ス 

ジ
ャ
パ
ン
北
海
道
営
業
部

す
る
こ
と
で
、
有
害
及
び
有
害
性

成
分
を
含
ん
だ
タ
ー
ル
が
発
生
し

ま
す
。
タ
ー
ル
は
、
燃
焼
に
と
も

な
う
煙
か
ら
ニ
コ
チ
ン
と
水
分
を

除
い
た
も
の
の
総
称
で
、
６
０
０

０
種
類
以
上
の
物
質
が
含
ま
れ
て

い
て
、
そ
の
う
ち
１
％
程
度
が
有

害
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

加
熱
式
た
ば
こ
は
、
煙
を
出
さ

な
い
の
で
、
紙
巻
た
ば
こ
に
比
べ
、

発
生
す
る
有
害
及
び
有
害
性
成
分

が
95
％
低
減
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
立
証
し
ま
し
た
（
Ｐ
Ｍ
Ｉ

調
べ
）。

　

現
在
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
普
及

率
は
首
都
圏
で
30
数
％
、
札
幌
中

心
部
で
25
％
、
全
国
で
20
％
ほ

ど
で
す
。
私
た
ち
は
、
紙
巻
き
た

ば
こ
を
吸
う
成
人
喫
煙
者
に
、
加

熱
式
た
ば
こ
へ
の
移
行
を
促
す
こ

と
で
、
煙
の
無
い
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
」

　

今
、
同
社
が
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
、「
企
業
の
喫
煙
問
題
」
対

策
だ
と
い
う
。

　
「
た
ば
こ
の
煙
に
よ
っ
て
衣
服
や

髪
に
付
着
し
た
た
ば
こ
の
匂
い
を

不
快
に
感
じ
た
り
、
体
調
が
悪
く

な
る
人
も
い
ま
す
。
家
で
は
家
族

を
気
遣
っ
て
加
熱
式
た
ば
こ
な
の

に
、
職
場
で
は
喫
煙
室
が
あ
る
か

ら
と
紙
巻
き
た
ば
こ
吸
う
例
が
多

く
、
問
題
の
本
質
が
解
決
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
」

　

同
社
は
、
職
場
環
境
の
改
善
の

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
。「
従
業
員
の
健
康
と
快
適
な

職
場
環
境
実
現
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
　
　
　

＊　
　
　

＊

所
在
地　

札
幌
市
北
区
北
７
条
西
４

丁
目　

日
本
生
命
札
幌
北
口
ビ
ル
４
階

電　

話 

０
３
・
３
５
０
９
・
７
９
９
０

（
北
海
道
営
業
部 

担
当
：
木
内
千

織
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
１
・
７
０
７
・
８
６
８
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pm
w
eb.jp

会社訪問

北
海
道
営
業
部
部
長　

菊
地
弘
泰
さ
ん
（
43
）

加
熱
式
た
ば
こ
で
受
動
喫
煙
対
策
を

加
熱
式
た
ば
こ
の
説
明
を
す
る
菊
地
さ
ん
＝
東

急
百
貨
店
さ
っ
ぽ
ろ
店
地
下
１
階
の
Ｉ
Ｑ
Ｏ
Ｓ

シ
ョ
ッ
プ
で
（
マ
ス
ク
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
）

０
・
19
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。

　

求
職
に
つ
い
て
は
、
新
規
求
職
申

込
件
数
は
６
・
６
％
減
少
し
、
３

か
月
連
続
で
前
年
同
月
を
下
回
っ

た
。月
間
有
効
求
職
者
数
は
７
・

６
％
増
加
し
、
３
か
月
連
続
で
前

年
同
月
を
上
回
っ
た
。

建
設
、情
報
通
信
、卸
売
で
求
人
増

加
あ
と
は
軒
並
み
大
幅
減
少

●
求
人
増
加
の
主
な
産
業
（
％
は

対
前
年
同
月
）

　

建
設
業
は
３
４
４
４
人（
＋
２
・

５
％
＋
83
人
）
で
、
総
合
工
事
業

（
＋
２
・
４
％
）、
設
備
工
事
業（
＋

10
・
８
％
）で
増
加
し
た
。

　

情
報
通
信
業
は
４
８
０
人 （
対

前
年
同
月
＋
10
・
６
％
＋
46
人
） 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業（
＋
23
・
３
％
）、

情
報
処
理
・
提
供
サ
ー
ビ
ス
業（
＋

４
・
３
％
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
付

随
サ
ー
ビ
ス
業（
＋
23
・
５
％
）で

増
加
し
、全
体
と
し
て
３
か
月
ぶ
り

に
前
年
同
月
を
上
回
っ
た
。

　

卸
売
業
（
求
人
数
８
３
２
人
、

＋
14
・
３
％
）
は
増
加
し
た
。機

械
器
具
卸
売
業
（
▲
５
・
４
％
）、 

建
築
材
料
等
卸
売
業（
▲
16
・
３
）

は
減
少
し
た
が
、
飲
食
料
品
卸
売

業（
＋
62
・
３
％
）、各
種
商
品
卸

売
業
（
＋
47
・
６
％
）
な
ど
で
増

加
し
た
。

●
求
人
減
少
の
主
な
産
業 （
％
は

対
前
年
同
月
）

　

医
療
、
福
祉
（
▲
13
・
８
％
）、

小
売
業（
▲
39
・
０
％
）、宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業（
▲
23
・
２
％
）、

サ
ー
ビ
ス
業（
▲
12
・
４
％
）、
製

造
業
（
▲
15
・
７
％
）、
運
輸
業
、

郵
便
業（
▲
８
・
２
％
）が
軒
並
み

減
少
し
て
、全
体
と
し
て
６
か
月
連

続
で
前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。



（４）

○
医
者
の
言
う
よ
う
な
暮
ら
し
は

お
も
ろ
な
い

○
こ
の
年
で
一
生
分
の
手
を
洗
う

○
居
酒
屋
で
一
人
飲
む
の
が
新
文
化

○
ト
ラ
ン
プ
さ
ん
頑
張
ら
な
い
で

頼
む
か
ら

○
約
束
を
孫
に
録
音
さ
れ
ち
ま
い

○
き
つ
か
っ
た
家
の
中
で
の
３
千
歩

○
嘘
つ
く
と
嘘
と
浮
き
出
る
マ
ス

ク
な
い
？

○
爺
ち
ゃ
ん
は
チ
ョ
ン
マ
ゲ
だ
っ
た

の
か
と
孫

○
菅
さ
ん
を
参
考
に
し
て
白
を
切
る

○
松
茸
を
食
べ
て
言
い
た
い
味
し

め
じ

○
女
の
子
か
ら
よ
の
電
話
出
た
ら
孫

○
太
る
の
を
急
に
コ
ロ
ナ
の
せ
い

と
妻

○
猫
が
見
え
テ
レ
ビ
会
議
の
場
が

な
ご
み

○
水
鉄
砲
届
く
範
囲
で
逃
げ
る
パ
パ

○
蜘
蛛
の
巣
は
巣
と
言
う
よ
り
も

あ
れ
は
罠

○
知
ら
ぬ
人
連
れ
て
帰
っ
た
バ
ス
ツ

ア
ー

○
口
喧
嘩
マ
ス
ク
す
る
か
ら
ち
ょ
っ

と
待
て
（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

株
式
会
社　

□
□
□
□
□
工
業

□　

□　

□　

□

札
幌
市
□
区
□
□
□
条
□
丁
目
□
番
□
□
号

　
　
　
　
　
　
　

電
話（
〇
一
一
）○
○
○
│

○
○
○
○

株
式
会
社　

□
□
□
□
□
工
業

　

□
□
□
□
□
支
店□　

□　

□　

□

札
幌
市
□
区
□
□
□
条
□
丁
目
□
番
□
□
号

　
　
　
　
　
　
　

電
話（
〇
一
一
）○
○
○
│

○
○
○
○

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
一
）○
○
○
│

○
○
○
○

□
□
□
□
□
□

年
賀
広
告
募
集
中
で
す

　

北
海
道
商
工
連
盟
で
は
、

機
関
紙
「
道
商
工
連
」
２
０

２
１
年
（
令
和
３
年
）
新
年

号
に
掲
載
す
る
年
賀
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
さ
は
左
の
例
と
同
じ

で
、
タ
テ
85
ミ
リ
、ヨ
コ
44
ミ

リ
で
す
。

　

広
告
料
金
は
１
件
５
０

０
０
円
で
す
。申
込
み
は
、12

月
11
日
（
金
）
ま
で
に
、
掲

載
す
る
会
社
名
、
役
職
名
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
な

ど
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
道
商
工
連
盟
事
務
局
ま

で
、
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　

例
２
の
よ
う
に
、
支
店
名

や
フ
ァ
ク
ス
番
号
の
記
載
も

可
能
で
す
。不
明
の
点
は
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

例１ 例２




